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 本研究は、記憶に関して盛んに論じられている言語／非言語大脳半球機能分化が、

干渉効果の抑制制御に当てはまるかどうかを明らかにするため、独自に改変したフランカ

ータスクを用いて、言語（色単語）／非言語（色パッチ）視覚刺激由来の干渉効果の抑制

制御と、下前頭回の活動の左右差との相関をヒトｆMRI 実験にて調べることを試みたもの

であり、下記の結果を得ている。 

１．    過去のｆMRI を用いた干渉効果の抑制制御に関する実験と同じく、今回の

実験においても、内側下前頭回は干渉効果の抑制制御と関連し、言語的干渉効果の抑

制制御あるいは非言語的干渉効果の抑制制御に関連する内側下前頭回の活動に左右差

はないことが示された。 

２．    内側下前頭回とは異なり、言語的干渉効果の抑制制御、あるいは非言語的

干渉効果の抑制制御に関連した外側下前頭回の活動には、左右差が存在することが示

された。すなわち、言語的干渉効果の抑制制御に関連して、左外側下前頭回が活動し、

非言語的干渉効果の抑制制御に関連して、右外側下前頭回が活動することが示された。

この結果は、外側下前頭回は、干渉効果の抑制制御に関連して、言語／非言語大脳半

球機能分化を示すことを示唆するものである。 

３．    記憶に関する過去の研究と同じく、左下前頭接合部は言語刺激の視覚的情

報処理に関連し、右下前頭接合部は非言語刺激の視覚的情報処理に関連することが示

された。この結果は、今回言語視覚刺激と使用した色単語（漢字）と、非言語視覚刺

激として用いた色パッチの有効性を示唆するものである。 

４．    フランカータスクを用いた過去の研究と同じく、干渉効果の抑制制御に関

連して被験者の反応時間の伸びが観察された。この結果は、今回独自に改変したフラ

ンカータスクの有効性を示唆するものである。 

 

 

 

    以上、本論文は、フランカータスクを用いたヒトｆMRI 実験によって、言語／非

言語大脳半球機能分化が、干渉効果の抑制制御に伴う下前頭回の活動にも当てはまること

を明らかにした。本研究はこれまではっきりした答えが出ていなかった、干渉効果の抑制

制御に伴う下前頭回の活動の左右差という最先端のトピックを、更に一歩先へと推し進め

るものであり、学位の授与に値すると考えられる。 


